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序1991年度においては,鹿田遺跡第6次調査および津島岡大遺跡第8次調査の2つの構内遺跡
発掘調査を実施しました。前者はアイソ トー プ総合センター建設にかかわるもので,前年度か
らの継続調査として,中世から弥生時代末～古墳時代初頭までの遺構面の精査を6月末まで行
いました。7月末から開始した後者の調査には,農学部構内の遺伝子実験施設と合併処理槽建
設地の2地点が含まれます。いずれにおいても,縄文時代後期あるいは弥生時代以降における
旧地形の復元や水田・集落のあり方を知るための重要な手がかりを得ることとなりました。
発掘の終わった資料については遺物の整理作業等を順次進めていますが,今年度は1986・
1987年度に実施した男子学生寮予定地の調査報告書を刊行することができました。
ところで,本学の鹿田キャンパス・津島キャンパスはいずれも沖積地にあり,発掘調査の際
にしばしば木製品が出土します。弥生時代の農具,古代～中世の井戸枠や河道に打ち込んだ堰
の杭などといったものですが,発掘で取り上げたあとの軟弱な木製遺物をいかに恒久的に保存
していくかが従来から問題となってきました。さいわい1991年度においては木器保存処理施設
が完成し,樹脂の含浸によって木製品の保存処理を行うことができるようになりました。精巧
な作 りの資料などは別途保存料学の専門機関に処理を委託することとなり,懸案であった出土
木器の保存処理に一つの解決の道が与えられたことは,今後の構内遺跡発掘調査の体制の万全
をはかるという面でも重要な意義があると思います。
発掘調査を円滑に実施するにあたっては,いつもながら岡山県教育委員会・岡山市教育委員
会・学内関係学部や事務局のご協力を得ました。また木器保存処理の推進は,高重進 。前セン
ター長がとくに努力を払われた課題であり,その施設設置等にあたっては学長・事務局の格別
のご配慮をいただきました。最後になりましたが,関係各位に厚 くおネし申し上げますとともに,
今後の変わらぬご指導 `ご支援をお願いする次第です。
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター長
稲  田  孝  司
口1 本年報は岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが岡山大学構内において1991年 4月 1日か
ら1992年 3月1日までに実施した埋蔵文化財の調査と保存,および活動成果をまとめたも
のである。
2 大学構内の埋蔵文化財の調査に際しては,設定基準を次のように定めた。
1)津島地区では,国土座標第5座標系 (X=-144,500,Y=-37,000)を起点とし,真
北を基軸とした構内座標を設置した。一辺50mの方形地区割である。また,同地区では
調査の便宜上,大きく津島北地区と同南地区に三分する (図11～13)。
2)鹿田地区では,国土座標第5座標系 (X=-149,800,Y=-37,400)を起点とし,座
標軸をN15°Eに振ったものを基軸とした構内座標を設置した。地区害Jは一辺5mの方
形を用いている。(図14)。
3)本文中で用いる方位は,真北を基準とする。
3 岡山大学構内の遺跡の名称は,周知の遺跡の場合はそのまま踏襲する。津島地区構内につ
いては,全域を「津島岡大遺跡」と総称する。他地区は任意の名称で仮称する。
4 調査名称は,「発掘調査」に分類したものについては,各遺跡毎に調査順に従って次数番
号で呼称し,「試掘調査など」に分類したものは,任意の名称を用いる。発掘調査のうち,
小規模で,試掘調査から連続して調査したもの,試掘調査を経ず調査したものは,「試掘
調査など」に分類する。
5 「発掘調査」についての記述は現段階における概要であり,精確な詳細は正式報告に依っ
て頂きたい。「試掘調査など」については,本年報での記述を正式報告にかえる。
6 表に記載した所属部局は,原則として各学部の頭文字を略号として用いている。
7 本文 。目次・挿図・写真などで使用の調査番号は表1と一致する。
8 本文は,阿部芳郎・土井基司 。富樫孝志・松木武彦・山本悦世が分担執筆し,執筆者名は
末尾に記した。
編集は稲田孝司センター長の指導のもとに,松本が担当した。
本年報に掲載の津島地区の地形図は岡山市発行の1/2500の地図を複製したものである。
調査 。整理において以下の方々にご援助・教示を頂いた。記して感謝申し上げる。
伊藤晃,伊藤実,扇崎由,神谷正義,草原孝典,小森義尚,篠原芳秀,鈴木康之,亀田修
一,橘田正徳,河本清,菅波正人,杉原和恵,高橋護,武田恭彰,土橋理子,徳永貞昭,
中島恒次郎,橋本雄―,森内秀造,森隆,山本信夫,吉瀬勝康
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